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進
捗
状
況
説
明

工事は、平成２６年度から２７年度までの工期。

実　績

基本実施設計実
施

建築工事
進捗65.5%

目　標

目標値
（　年度）

建築物（地域振興センター）の一部完了
（進捗率35.5％）

目　標
基本実施設

計実施
建築工事
進捗65.5%

実　績

達
成
状
況
説
明

　工事は、平成２６年度から２７年度までの工期で、平成２６年度で鉄骨工事や銅製建具工事、浄化槽設備工事、受変電
設備工事等が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度（繰越） 27年度

目　標

実　績

目　標
基本実施設計

実施
建築工事の実施

実　績 基本実施設計実施 建築工事の実施

予算の状況の説明
第７号補正で、工事費及び委託料の増額を行った。また、工事施行に必要な用地の確保が難航したため明許繰越と
なった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度（繰越） 27年度 28年度

建築工事の実施（延べ床面積：3,355㎡）

執行率（％）(B/A) 99.7% 67.7% 100.0%

次年度繰越額 0 152,338

うち交付金充当額 29,706 255,686 121,870

B．執行済額 37,132 319,608 152,338

A．計(b+d) 37,238 471,946 152,338

(d)繰越額 0 0 152.338

(c)増減額(b-a) ▲ 37,081 67,778 0

(b)予算現額 37,238 471,946

(a)当初予算額 74,319 404,168

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

25年度 26年度 26年度（繰越） 27年度 28年度

予
算
の
状
況

建設経済部跡地利用推進課
事業実施

（予定）年度
平成２５～２７年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
読谷補助飛行場跡地における主な課題である「農業を主体とした６次産業化」、「情報の共有と発信による地域振興」の解決を図るため農漁
商工の連携による地域振興と交流拠点づくりのため「読谷村地域振興センター（仮称）」を整備する。

市町村名 読谷村

平成２６年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１−⑩ 読谷村地域振興センター（仮称）整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施し
ており、妥当であったと考えている。
○予算規模については執行率は100.0％であり、適正な規
模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

◯ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

◯ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

◯ 支出先の選定方法は妥当か。

514,170 471,946 377,556 94,390 42,224

今後の取り組み方針

H28年５月オープン
観光案内所や、ＦＭラジオ・インターネット動画配信を使った観光情報の発信を行い、観光振興に資する。また、キッチンスタジオ等での村産農産物等を使用
した商品開発や、村産品の販売等により年間利用者数168,000人を目指す

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

台風６号、９号、１２号、１５号と４つの台風の襲来により、その都度台風
対策、復旧作業があり、工事に遅れがでたため、繰越となった。

外部環境を考慮した工期の設定が必要。

読谷村

471,946千円

嘱託職員

報酬：1,210千円

工事請負費

318,830千円

建設技術嘱託職員

１名

報酬：1,210千円

(有)大協建設･(有)た
まてつ建設工事共同
企業体
318,830千円

読谷村地域振興センター（仮称）
建設技術嘱託職員採用

読谷村地域振興センター（仮称）新築工事（建
築）

委託料

6,412千円

株式会社ワールド設

計

6,412千円

読谷村地域振興センター（仮称）新築工事監
理委託業務

工事請負費

75,807千円

(有)イラミナ電設･隆
松電気建設工事共
同企業体
75,807千円

読谷村地域振興センター（仮称）新築工事（電

気）

工事請負費

69,675千円

三建設備(株)･(有)良
政産業建設工事共
同企業体
69,675千円

読谷村地域振興センター（仮称）新築工事（機

械）

嘱託職員

旅費：12千円

建設技術嘱託職員

１名

旅費：12千円

読谷村地域振興センター（仮称）
建設技術嘱託職員採用
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市町村名 読谷村

平成２６年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-② 座喜味城跡駐車場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を確認できる
環境づくり

担当部課名 教育委員会　文化振興課
事業実施

（予定）年度
平成25～26年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（２）

事業内容 世界遺産座喜味城跡への来場者への利便性を図るために駐車場を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 25年度（繰越） 26年度 26年度(繰越） 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 64,434 - 47,785

(b)予算現額 66,786 - 45,785

(c)増減額(b-a) 2,352 - ▲ 2,000 0

(d)繰越額 62,376 62,376 29,801

A．計(b+d) 66,786 62,376 45,785 29,801

B．執行済額 4,410 61,835 15,984 29,801

うち交付金充当額 3,528 49,468 12,787 23,840

次年度繰越額 62,376 29,801

執行率（％）(B/A) 6.6% 99.1% 34.9% 100%

予算の状況の説明 繰越理由：用地購入に係る抵当権抹消に不測の日数がかかり、用地購入がずれ込み、工事着手も遅れることとなった

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度（繰越） 27年度 28年度 29年度

駐車場工事

目　標
普通車30台収

容

実　績
普通車26台
軽自動車3台

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

収容台数で目標をやや下回ったが、ほぼ計画どおりの29台収容（普通車26台、軽自動車3台）の整備が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度（繰越） 27年度 28年度

目標値
（　年度）

駐車場（普通車約30台収容）の整備完了

目　標
普通車

30台収容

実　績
普通車26台
軽自動車3台

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　駐車場整備が実施されたことにより、特にレンタカーでの世界遺産座喜味城跡への来場者の利便性が向上した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　工事実施にあたっては工事現場周辺住民や座喜味城跡を訪れる観光客へ
の影響を少なくすることに留意する。

　工事中は周辺住民へ工事内容をお知らせし理解が得られるように周知す
る。また、資材搬入時には現場において観光客や通行車両に対し誘導員を
配置し安全に配慮する。

今後の取り組み方針

　世界遺産座喜味城跡にこれまで以上の観光客に来ていただき、沖縄や読谷村の歴史と文化を体感していただくようにする。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

45,785 45,785 36,627 9,158 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
受託業者は指名競争入札を行い、最低落札提示業者へ発
注したので妥当だと考える。また、費用・使途については、事
業の目的に鑑み必要な経費のみに支出を行うとともに、額の
確定時において支出等に関する書類により確認、適正で
あった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

読谷村
45,785千円

委託料

2,722千円

工事請負費

43,063千円

琉球建設コンサルタント

㈱

2,722千円

㈲AU企画

43,063千円

土木工事監理委託業務

土木工事


